
●
ア
ラ
ブ
研
究
文
献
と
文
献
目
録

ア
ラ
ブ
研
究
が
俄
か
に
脚
光
を
浴
び
た
の
は
、

や
は
り
一
九
七
三
年
一
○
月
の
第
四
次
中
東
戦
争

に
端
を
発
し
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
で
あ
ろ
う
。

や
や
乱
暴
な
例
で
は
あ
る
が
、「
ア
ラ
ブ
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
持
つ
文
献
に
つ
い
て
一
九
七
○

年
代
以
降
の
刊
行
点
数
を
見
て
み
よ
う
。
図
書
に

つ
い
て
は
、
世
界
最
大
の
図
書
館
で
あ
る
米
国
議

会
図
書
館
の
所
蔵
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｕ
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｃ
）、
ま
た
雑
誌
論
文
に
つ
い
て
は
社
会
科

学
系
の
論
文
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
スW

orldw
ide 

Political Sciences A
bstracts

とE
conlit

で
の
検

索
結
果
か
ら
図
１
の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

一
九
七
○
年
代
と
比
べ
て
一
九
八
○
年
代
に
は
図

書
は
二
倍
以
上
、
雑
誌
論
文
は
五
倍
以
上
に
急
増

し
た
が
、
一
九
九
○
年
代
に
は
図
書
は
減
少
に
転

じ
、
雑
誌
論
文
数
が
図
書
を
超
え
て
い
る
。
近
年
、

学
術
研
究
の
発
表
の
場
が
理
工
医
薬
系
の
み
な
ら

ず
、
社
会
・
人
文
系
に
お
い
て
も
図
書
か
ら
雑
誌

に
転
じ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
ア
ラ
ブ
研
究
に

も
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
旦
減

そ
し
て
、
一
旦
減

一
旦
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
ア
ラ
ブ
研
究
で
あ
る
が
、
二
○

○
一
年
の
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
や
イ
ラ
ク
戦

争
等
の
影
響
か
ら
か
再
び
増
加
傾
向
に
あ
る
。

一
方
、
文
献
目
録
を
み
る
と
、
一
九
七
○
年
代

後
半
以
降
、
ア
ラ
ブ
研
究
の
急
増
に
呼
応
す
る
よ

う
に
出
版
が
倍
増
し
て
い
る
（
図
２
参
照
）。当
時
、

当
時
、

文
献
目
録
は
、
研
究
者
に
と
っ
て
先
行
研
究
や
類

研
究
者
に
と
っ
て
先
行
研
究
や
類

似
研
究
の
調
査
の
た
め
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
研
究

の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
研
究

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
研
究

ツ
ー
ル
で
あ
り
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
に
と
っ
て
は
、

研
究
資
源
の
提
供
と
共
有
化
を
図
る
た
め
の
積
極

の
積
極
積
極

的
な
書
誌
活
動
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

っ
た
。
た
と
え
ば
、

。
た
と
え
ば
、

た
と
え
ば
、The 

C
on

tem
porary M

iddle E
ast 1948-1973 : A

 Se-

lective an
d A

n
n

otated B
ibliography

（G
.N

. 

A
tiyeh

編
、G

.K
. H

all, 1975

）
は
、
約
六
五
○
○

件
の
図
書
・
雑
誌
論
文
に
つ
い
て
丁
寧
に
主
題
・

地
域
別
に
分
け
、
全
て
に
解
題
を
付
し
て
い
る
。

て
い
る
。
る
。

文
献
目
録
の
刊
行
が
活
発
化
し
た
別
の
要
因
は
、

刊
行
が
活
発
化
し
た
別
の
要
因
は
、

が
活
発
化
し
た
別
の
要
因
は
、

情
報
技
術
の
発
展
に
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
編
纂
作

の
編
纂
作

業
は
図
書
館
の
目
録
カ
ー
ド
等
を
頼
り
に
手
作
業

図
書
館
の
目
録
カ
ー
ド
等
を
頼
り
に
手
作
業

で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
○
年
代
か
ら
図
書

行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
○
年
代
か
ら
図
書

が
、
一
九
八
○
年
代
か
ら
図
書

館
や
出
版
社
に
お
い
て
目
録
情
報
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
が
一
般
化
し
、
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て

蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
以
降
、
文
献
目

録
の
編
纂
に
使
わ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
書
誌
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
蓄
積
さ
れ
た
り
、
逆
に
既
存
の
書
誌
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
が
文
献
目
録
作
り
に
活
用
さ
れ
る
よ
る
よよ

う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ク
リ
オ
出
版
社
の

“W
orld B

ibliographical Series ”

は
そ
の
例
で
、
中

東
二
二
カ
国
を
含
む
各
国
別
の
文
献
目
録
が
多
数

出
版
さ
れ
た
。
他
に
、
中
東
の
国
際
政
治
に
関
す

。
他
に
、
中
東
の
国
際
政
治
に
関
す

他
に
、
中
東
の
国
際
政
治
に
関
す

る
論
文
約
三
○
○
○
点
の
文
献
解
題The M

iddle 

E
ast in

 C
on

flict: A
 H

istorical  B
ibliography

（G
.A

. Schlachter &
 P.R

. B
yrne

編
、1985

）
が

あ
る
。
し
か
し
、
ア
ラ
ブ
研
究
が
再
び
活
発
化
し

た
二
○
○
○
年
代
だ
が
、
文
献
目
録
の
刊
行
は
減

だ
が
、
文
献
目
録
の
刊
行
は
減

文
献
目
録
の
刊
行
は
減

少
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

●
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
イ
ス
ラ
ミ
カ
ス
─

冊
子
体
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

欧
米
語
で
発
表
さ
れ
た
中
東
・
イ
ス
ラ
ム
研
究

を
カ
バ
ー
す
る
最
も
定
評
の
あ
る
文
献
目
録
は
、

In
dex Islam

icu
s

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ロ
ン
ド
ン

大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
研
究
所
（
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
の
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
で
書
誌
学
者
で
も
あ
っ
た

J.D
.Pearson

教
授
の
手
に
よ
るIn

dex Islam
ic-

u
s,1906-1955

（C
am

bridge, 1958

）
を
起
源
と
す

る
。
そ
の
後
、
五
年
毎
に
補
遺
版
が
刊
行
さ
れ
、

一
九
七
七
年
に
はQ

u
arterly In

dex Islam
icu

s

と
な
り
、
一
九
九
○
年
代
か
ら
は
年
刊
版
の
刊
行

と
書
評
論
文
を
加
え
る
な
ど
拡
充
が
図
ら
れ
て
い

が
図
ら
れ
て
い

図
ら
れ
て
い

ら
れ
て
い
て
い

変
化
す
る
学
術
情
報
の
流
通
と
中
東
研
究
文
献
─
欧
米
文
献
を
中
心
に

特集／途上国研究のための研究ツール─新・旧書誌情報を活用する

泉
沢
久
美
子
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る
。
こ
れ
ま
で
収
録
さ
れ
た
通
算
一
○
○
年
以
上

さ
れ
た
通
算
一
○
○
年
以
上

た
通
算
一
○
○
年
以
上

に
渡
る
文
献
を
数
量
的
に
見
る
と
、
最
初
の
五
○

数
量
的
に
見
る
と
、
最
初
の
五
○

的
に
見
る
と
、
最
初
の
五
○

年
間
で
約
二
万
六
○
○
○
点
で
あ
っ
た
の
が
、
一

九
八
一
〜
一
九
八
五
年
の
五
年
間
だ
け
で
二
万
二

○
○
○
点
と
な
り
、
最
近
で
は
年
間
約
一
万
二
○

○
○
点
で
、
毎
年
ほ
ぼ
一
四
％
増
加
し
て
い
る
と

い
う
。
こ
こ
か
ら
も
一
九
八
○
年
以
降
の
中
東
・

イ
ス
ラ
ム
研
究
の
発
展
が
窺
え
る
。
目
録
の
構
成

は
、
中
東
・
イ
ス
ラ
ム
研
究
に
合
わ
せ
た
専
門
主

題
と
地
域
・
国
別
分
類
か
ら
成
り
、
創
刊
当
時
か

ら
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
し
か

し
、
一
時
期
、
刊
行
遅
れ
が
著
し
か
っ
た
の
も
事

実
で
、
編
纂
作
業
は
決
し
て
容
易
で
な
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
総
合
的
な
研
究
文
献
目
録
は
近
年

の
Ｉ
Ｔ
化
に
対
応
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
全
文
献
三

三
万
点
以
上
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
Ｃ
Ｄ
│

Ｒ

Ｏ
Ｍ
版
と
オ
ン
ラ
イ
ン
版
で
の
提
供
を
開
始
し
た
。

で
の
提
供
を
開
始
し
た
。

の
提
供
を
開
始
し
た
。

文
献
検
索
ツ
ー
ル
と
し
て
更
に
利
便
性
を
高
め
た

が
、
冊
子
の
刊
行
も
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
有
益
な
研
究
ツ
ー

有
益
な
研
究
ツ
ー

研
究
ツ
ー

ル
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、The C

on
cise 

B
iographical C

om
pan

ion
 to In

dex Islam
icu

s

（W
. B

ehn

著
、Leiden,B

rill, 2004

）
は
、In

dex 

Islam
icu

s

に
収
録
し
た
執
筆
者
に
つ
い
て
業
績
、

文
献
、
略
歴
を
ま
と
め
た
イ
ス
ラ
ム
研
究
者
の
人

名
録
で
あ
る
。
ま
た
、
文
献
目
録
で
は
、Iraq : A 

B
ibliography G

u
ide

（C
. H

. B
leanery and G

.J. 

Roper

著
、Leiden: B

rill, 2004

）
とA

fghan
i-

stan
: A

 bibliography

（H
. B

leaney and M
.A

. 

G
ellego

著
、 Leiden: B

rill, 2006

）
が
あ
る
。
前
者

は
約
六
五
○
○
点
、
後
者
は
約
五
○
○
○
点
を
収

録
す
る
。
い
ず
れ
も
地
域
の
歴
史
・
政
治
等
の
特

性
に
合
わ
せ
て
的
確
に
主
題
分
類
さ
れ
た
包
括
的

な
文
献
目
録
で
あ
る
。
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

必
要
文
献
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
探
す
だ
け
の
ツ
ー

ル
と
し
て
利
用
さ
れ
が
ち
だ
が
、
冊
子
目
録
は
、

主
題
別
に
配
列
さ
れ
た
書
誌
情
報
の
中
か
ら
関
心

分
野
の
み
な
ら
ず
、
新
た
な
研
究
テ
ー
マ
の
発
見

や
同
時
代
の
研
究
動
向
を
読
み
取
る
ツ
ー
ル
と
も

な
り
得
る
。
読
み
物
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

読
み
物
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

し
て
ほ
し
い
。

●
学
術
情
報
の
多
様
化

一
九
九
○
年
代
後
半
以
降
、
急
速
な
Ｉ
Ｔ
化
に

よ
っ
て
学
術
情
報
の
流
通
・
提
供
方
法
が
劇
的
に

変
化
し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
。

も
多
様
化
し
て
い
る
。

多
様
化
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ウ
ェ
ブ
で
提
供
す
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
出
現
に
よ
っ
て
、
利
用
者

や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
出
現
に
よ
っ
て
、
利
用
者

の
出
現
に
よ
っ
て
、
利
用
者

は
図
書
館
に
出
向
か
ず
に
論
文
や
新
聞
記
事
、
統

計
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
図
書
館
の
機
能
は
、
こ
う
し
た
電
子
媒
体

、
こ
う
し
た
電
子
媒
体

こ
う
し
た
電
子
媒
体

の
確
保
と
膨
大
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
た
め

の
窓
口
と
な
る
ポ
ー
タ
ル
の
構
築
に
躍
起
と
な
り

「
所
蔵
か
ら
ア
ク
セ
ス
」
に
変
化
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。

た
と
え
ば
、
中
東
・
イ
ス
ラ
ム
関
係
の
ポ
ー
タ

ル
で
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、

テ
キ
サ
ス
大
学
の
各
中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
の
図
書

館
が
充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
興
味
深
い
の
は
、

ま
た
、
興
味
深
い
の
は
、

ド
イ
ツ
のM

E
N

A
LIB

: M
iddle E

ast Virtual Li-

brary

で
あ
る
。
こ
の
ポ
ー
タ
ル
は
、
一
部
有
料

。
こ
の
ポ
ー
タ
ル
は
、
一
部
有
料

な
の
と
レ
ス
ポ
ン
ス
が
や
や
悪
い
の
が
残
念
だ
が
、

中
東
研
究
関
係
機
関
等
の
所
蔵
図
書
・
論
文
、
会

議
資
料
等
の
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
横
断
検
索
で

き
る
の
が
便
利
だ
。
ま
た
、
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
や

の
が
便
利
だ
。
ま
た
、
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
や

。
ま
た
、
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
や

主
題
に
つ
い
て
情
報
の
入
口
を
提
供
す
る
「
パ
ス

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
が
充
実
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

利
用
者
に
ま
さ
に
冊
子
目
録
の
目
次
か
ら
関
心
主

題
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
る
よ
う
な
ツ
ー
ル
で
、
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ア
ン
が
文
献
に
付
加
し
た
分
類
や
主
題
件

名
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
る
。
各
書
誌
情
報
の
内
容

は
、
主
題
件
名
や
関
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン

ク
の
他
に
、
目
次
、
明
瞭
さ
、
索
引
、
リ
ン
ク
に

つ
い
て
三
段
階
の
評
価
指
数
を
示
す
と
共
に
文
献

を
示
す
と
共
に
文
献
文
献

の
利
用
対
象
層
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

利
用
対
象
層
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

さ
て
、G

oogle

社
や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
と
出

版
社
や
図
書
館
、
学
術
団
体
が
提
供
す
る
学
術
情

報
の
連
携
が
図
ら
れ
、G

oogle Scholar

やW
in-

dow
s Live A

cadem
ic Search

な
ど
の
学
術
情
報

専
門
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
、
あ
る
い
は

、
あ
る
い
は

あ
る
い
はG

oogle Book 

Search

と
い
っ
た
大
規
模
電
子
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
文
・
社
会
科

し
か
し
、
人
文
・
社
会
科

、
人
文
・
社
会
科

学
系
の
学
術
情
報
は
ま
だ
依
然
と
し
て
印
刷
物
に

依
存
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
研
究
者
は
当

の
が
現
実
で
あ
る
。
研
究
者
は
当

。
研
究
者
は
当

面
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
の
研
究
情
報
を
駆
使
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

恐
ら
く
今
後
、
利
用
者
が
図
書
館
に
求
め
る
も
の
も
の

は
、
利
便
性
や
迅
速
性
に
富
ん
だ
ウ
ェ
ブ
上
の
情

報
や
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
掲
載
順
位
で
は
な
く
、

高
い
信
頼
と
正
確
な
情
報
集
積
、
あ
る
い
は
研
究

集
積
、
あ
る
い
は
研
究
研
究

リ
ソ
ー
ス
の
探
索
方
法
か
も
し
れ
な
い
。

か
も
し
れ
な
い
。。

（ 

い
ず
み
さ
わ　

く
み
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
図
書
館
）
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